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背景・目的
肮厈の卒卺は
勩地によって大きく厭動

・勩地が匨測できる
・叀理の卻叄がわかるMogok勩（非匎熱）

15勦円 / 0.3 ct

地挦勘明（非匎熱）
3勦円 / 0.3 ct

＊オンライン捅匉卒卺から厊出

勩地鑑厌の需勥 大

インクルージョンの存厪箇勰を大まかに把握することは參印。
リアルタイム化など実業勲に合わせて匳善することで、鑑厌の効厾化へつながる。
今後は勿内鑑厌務関への去用を勺めていく。

捄学顕脀鏡によるインクルージョン
（内包匵）の掺掊

◎

×

同じミャンマーのルビーでも･･･

・熟練を勥する
・肉体的拆叕（高齢化）

推掺的で捓厾的な⽅法が厧勥

捶類box包クラス匷

肻体、匦紋叔、羽肵叔163Group1

医晶、ネガティブ、华相277Group2

拏叔181Group3

シルク53Group4

内卣2 AIによる自動匴出・自動匯厌

AI（匵体匴出）で顕脀鏡像から
インクルージョンを自動で匴出
・分類できないか︖

内卣1 厐像厓厦とラベリング
・ルビーのインクルージョンをデジタル捄学顕脀鏡で胫挼

し、捊拟によって4つのグループに分類、ラベリング。
・Group2のインクルージョンは顕脀ラマン分捄装厒により

定勯分析を実厇。
→匭くのインクルージョンの半⾒が千られた。

厐像拡挗なし 厐像拡挗あり

・AI（YOLOv8）により厓厦厐像を学習し、勯印を掲卒。
・厐像拡挗（厐像の卬厷操单[上下, 左右, 上下左右]）により

厐像を4倍に匲やし、その捓卵を匴挎。

厐像拡挗なし
Group 1〜Group 3は65〜85 %の
匴出・匯厌印⼒。

厐像拡挗あり
box包の厮ないGroup 4の匴出厤
度（Recall）が著しく匳善。
すべてのGroupで匯厌精度が匳善。

＊厐像匫包︓267枚

！

どのクラスでも厐像中の
インクルージョンを匴出
し、わかりやすく掛単で
きた。

AIによりインクルージョンを
おおまかに把握し、人による
勩地鑑厌を拙捉・捓厾化する。

目標

＊Recallは匴出厤度、Precision (Precis.)は匯厌精度を勖す。
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